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　 現役国会議員に直接意見を述べられる機会であり、現場からは切実な悩みがいくつも
上がりました。特に多かった要望は、処遇の改善、レセプト返戻への対応、地域ケア会
議や介護予防事業でセラピストがより活動できるシステム作り等でした。  
 　田中議員からも、現在の 2 倍の給与となることを目標に継続的に処遇が上がるシステ
ムをつくっていること、協会の生涯学習や認定講習会を履修しているセラピストが適切
に評価される業界を目指していること等、現在取り組まれている政策について丁寧に説
明をしていただきました。
　田中議員の話を聞くうちに、福岡県 OT協会の丹羽副会長は「処遇は上がるものでは
なく、自分達の力で上げるものだと言う意識が高まった」と話され、福岡県 PT士会及
び PT連盟の西浦会長も社会を変えるためには「数」が大事と強調されています。
　今回の診療報酬改定で感じられたように、職能団体の力で私たち周辺の状況を変える
ことができます。更なる処遇改善のためには組織率が大事です。

　　　   周囲の方々へ協会や県士会への加入の促しを
                     よろしくお願いします！


